
　近年、農業の生産現場では、担い手の不足や高齢化が
問題となっており、特に圃場が急傾斜地にあることが多
いかんきつ栽培（写真1）において、省力化が強く求め
られている。
　そこで、神奈川県農業技術センターでは、施肥回数を
削減することで、重い肥料を運搬・施用する負担の大き
い作業を減らそうと、ＪＡ全農かながわと共同で肥効調
節型肥料を配合した新たな肥料を開発した。さらに、こ
の新肥料を使った年２回施肥が、温州みかん品種「大津
四号」の収量と果実品質におよぼす影響について、神奈
川県の慣行である年４回施肥と比較・検討した。その結
果、施肥回数を削減しても土壌中の肥料成分、収量と果
実品質などに影響がないことを明らかにしたので紹介す
る。

　肥効調節型肥料とは、肥料成分の溶出速度や時期、あ
るいは土壌中での形態変化を物理的または化学的に制御
することで、肥効を持続させるように設計された化学肥
料を指す。この肥料は、作物の養分吸収特性や土壌環境
に応じて養分供給を比較的長期間にわたり持続できる特
性を持ち、一方で、多量に施用しても、速効性肥料に比
べて肥料成分の溶出が緩いため、濃度障害の発生を抑え
る傾向がある。通常の速効性肥料に比べ、養分供給を持
続できることは、施肥回数や施肥作業量の削減につなが
る。特に、傾斜地のかんきつ園のように施肥作業の負担
が大きい圃場では、その省力化に肥効調節型肥料の活用
が大きく貢献するものと期待できる。

　肥効調節型肥料を配合した新規肥料の開発にあたって
は、対象作物によって求められる肥効が異なるため、か
んきつに有効な配合や施用量を検討する必要があった。足
柄地区事務所では、2016年から試作肥料を用いた栽培試

験を行い、果実品質の調査や土壌分析などの結果をもと
に、ＪＡ全農かながわと新規肥料の配合などを検討して
きた。その結果、2025年に、プラスチックを含まないア
セトアルデヒド縮合尿素（CDU）、イソブチルアルデヒ
ド縮合尿素（IB）を用いた新規肥料が完成した。

　2023年、2024年に試作肥料を用いた栽培試験を、足
柄地区事務所研究課の温州みかん「大津四号」圃場で行
った。試験区は、施肥を年２回に削減した「施肥回数削
減区」と年４回の「慣行区」を設定した。施肥回数削減
区では、試作肥料（含有量％ N：P2O5：K2O＝15：８：
８、CDUおよびIBを含む）を３月に、慣行の特選みか
ん配合655肥料（含有量％ N：P2O5：K2O＝６：５：５）
を11月に施用する年２回施肥とし、慣行区では、特選み
かん配合655肥料を３月、５月、６月および11月に施用
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写真１　傾斜地にあるかんきつ圃場
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する年４回施肥とした（表１）。
　12月上旬の収穫時に果実品質（糖度、クエン酸濃度）、
収量、果実階級、３～12月に土壌中の無機態窒素量、６
月、９月および11月に葉身中窒素濃度を調査した。また、
2024年に、60歳男性１名の施肥作業（手散布）にかか
る時間を計測した。
果実品質と収量
　施肥回数削減区の果実品質は、2023年、2024年とも
糖度11度程度、クエン酸濃度１％以下で、慣行区と同程
度であり、大きな差はみられなかった（表２）。樹容積㎥
当たりの収量も、慣行区と同程度であった。
果実階級
　施肥回数削減区の果実階級をみると、2023年にはＭサ
イズ、2024年にはＬサイズが多かった（表３）。Ｍサイ
ズとＬサイズの合計は2023年が60％程度、2024年が70
％程度で、慣行区と大きな差はみられなかった。
土壌中の無機態窒素量
　施肥回数削減区の土壌中の無機態窒素量は、４月、５
月は慣行区より高くなる傾向が見られたが、年間の増減
は、おおよそ同様の傾向を示した（表４）。なお、2024
年12月の施肥回数削減区の数値が高
いのは、採取した土壌への肥料の混
入が原因と考えられた。
葉身中窒素濃度
　施肥回数削減区の葉身中窒素濃度
は、慣行区と同程度で、年間の増減

も同様の傾向を
示した（表５）。　
施肥作業時間
　施肥回数削減
区の10ａ当た
りの施肥作業時間は51分となり、慣行区の約５割に削減
することができた（表６）。

　神奈川県のかんきつ生産現場で慣行的に年４回行われ
ている施肥に対して、肥効調節型肥料を用いることで果
実品質、収量、果実階級を低下させずに施肥回数を年２
回に削減できることを「大津四号」において明らかにす
ることができた。また、作業時間も大幅な削減となるこ
とも明らかにできた。
　完成した新規肥料は、商品名「てまラク柑王」（写真
２）として、ＪＡグループを通じて、2026年度から神奈
川県内で流通・販売されるようになった。なお、生産者
が「てまラク柑王」を導入する際には、まず小規模で試
験的な施肥を行い、慣行施肥と同程度の効果が得られる
かを確認していただきたい。
　今後は、中晩柑を対象に、施肥回数の削減をめざし、
「てまラク柑王」を用いた年２回施肥が収量、果実品質に
およぼす影響を検討していく予定である。

新規肥料「てまラク柑王」流通・販売スタート

写真２　「てまラク柑王」

表３　果実階級

調査年 試験区
果実階級（％）

２Ｓ Ｓ Ｍ Ｌ ２Ｌ ３Ｌ

2023年
施肥回数削減区 4.6 21.0 32.7 26.3 12.5 2.8

慣行区 3.9 19.9 35.4 26.9 11.9 2.0

2024年
施肥回数削減区 0.5 4.0 31.6 40.0 19.2 4.7

慣行区 2.4 15.5 34.9 31.3 14.2 1.7

平均
施肥回数削減区 2.6 12.5 32.2 33.2 15.9 3.8

慣行区 3.2 17.7 35.2 29.1 13.1 1.9

表１　試験区の施肥量

試験区
成分施肥量（㎏/10ａ）（N:P2O5：K2O）

３月 ５月 ６月 11月 年合計
施肥回数
削減区 22.0：11.8：11.8 － － 8.0：6.7：6.7 30.0：18.5：18.5

慣行区 10.0：8.3：8.3 6.0：5.0：5.0 6.0：5.0：5.0 8.0：6.7：6.7 30.0：25.0：25.0
（参考） 神奈川県
作物別施肥基準

普通温州
10.0：6.0：8.0 6.0：5.0：5.0 6.0：5.0：5.0 8.0：6.0：8.0 30.0：22.0：26.0

表２　果実品質と収量

調査年 試験区 糖度
 （ B゚rix）

クエン酸濃度
（％）

収量
 （㎏/㎥）

2023年 施肥回数削減区 11.2 0.87 3.6
慣行区 11.5 0.92 3.7

2024年 施肥回数削減区 10.8 0.65 2.6
慣行区 10.7 0.73 2.2

平均 施肥回数削減区 11.0 0.76 3.1
慣行区 11.1 0.83 3.0

糖度とクエン酸濃度はＬサイズ15果/樹を調査

表６　施肥作業の時間

試験区 施肥に要した時間（分/10ａ）
３月 ５月 ６月 11月 計

施肥回数削減区 24 － － 27 51
慣行区 23 22 22 27 95

10ａ当たり32樹植栽の試算値

表４　土壌中の無機態窒素量� 単位：㎎/100ｇ乾土
調査年 試験区 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2023年 施肥回数削減区 3.9 10.7 7.7 10.3 6.9 7.3 6.5 3.3 2.6 1.8
慣行区 4.9 7.2 4.5 7.1 7.0 9.7 5.9 2.7 4.2 3.7

2024年 施肥回数削減区 1.5 13.3 6.8 11.4 5.6 7.3 2.6 3.7 1.7 19.0
慣行区 1.8 3.5 2.0 10.1 5.3 7.3 2.4 4.6 1.7 8.0

平均 施肥回数削減区 2.7 12.0 7.3 10.9 6.3 7.3 4.6 3.5 2.2 10.4
慣行区 3.4 5.4 3.3 8.6 6.2 8.5 4.2 3.7 3.0 5.9

表５　葉身中窒素濃度（乾物当たり）�単位：％
調査年 試験区 ６月 ９月 11月

2023年 施肥回数削減区 2.2 2.5 2.4
慣行区 2.1 2.5 2.4

2024年 施肥回数削減区 2.5 2.7 2.6
慣行区 2.4 2.5 2.5

平均 施肥回数削減区 2.4 2.6 2.5
慣行区 2.3 2.5 2.5
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